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1965年 Woodward，Robert Burns（米） 近代有機化学理論
1969年


















1990年 Corey，Elias James（米） 有機合成の理論と手法の開発
1992年 Marcus，Rudolph A.（米） 化学合成における電子移動反応の理論
1994年 Olah，George A.（米） 炭素陽イオンの化学
Heeger，Alan J.（米）













































































































































































































（JACS：Journal of the American
Chemical Society）がある。タキ
ソール全合成の最初の報告も本誌
に報告された。
また、科学技術文献データベー
スであるJICSTファイル（1975年
以降の文献をカバーしている）に
より、2001年のノーベル化学賞を
受賞した野依博士と、同時に受賞
したシャープレス博士、ノールズ
博士の、アメリカ化学会誌、サイ
エンス、ネイチャーの３誌に対す
る、2002年5月13日現在の投稿状
況を調べた。その結果、アメリカ
化学会誌には野依博士66件、シ
ャープレス博士は47件と多くの
論文がある一方で、サイエンスに
は野依博士が5件、シャープレス
博士は2件と少なく、ネイチャー
では両氏とも0件であった。また、
ノールズ博士はアメリカ化学会誌
に4件、サイエンスとネイチャー
にはともに0件であった。なお、
同博士のこの期間の論文はJICST
ファイルの全雑誌をみても8件で
ある。
そして、同じ期間におけるサイ
エンスとネイチャーの基礎化学分
野および有機化学分野（基礎化学
分野に含まれる）の論文の割合に
ついて調べたところ、サイエンス
の総文献数17,159件のうち、基礎
化学分野は910件（5.3％）で、有
機化学分野に限ると151件（0.9％）
であった。また、ネイチャーの総
文献数20,197件のうち、基礎化学
分野は691件（3.4％）で、有機化
学分野に限ると79件（0.4％）で
あった。
我が国においては、主にネイチ
ャーやサイエンスに掲載された研
究成果をマスメディア等が報道す
る傾向があるため、ネイチャーや
サイエンスに発表された研究成果
は一般向けに伝わりやすい。しか
し、有機合成化学分野は上記のよ
うにネイチャーやサイエンスがあ
まり掲載しない分野のひとつであ
るため、その成果が報道され一般
の関心を呼ぶことが少ない傾向に
ある。
有機合成化学研究への期待
「はじめに」の冒頭に述べたよ
うに、ライフサイエンス分野にお
いて有機合成化学研究は重要であ
る。すなわち、ポストゲノム研究
においては、タンパク質などの生
体内の機能分子に影響を与える各
種化合物が極めて重要な役割を果
たす。例えばあるタンパク質に特
異的に作用する化合物は、生物科
学研究にとって貴重な研究試薬と
なる。また、高付加価値化合物で
ある医薬品のほとんどは有機合成
化学により合成される化合物であ
る。従って、我が国の有機合成化
学の能力を高めることにより、ポ
ストゲノム研究からより多くの成
果を引き出すことができるととも
に、我が国発の新規化学製品を継
続的に世界に供給していくことが
可能になると考えられる。
現在の有機合成化学の水準は、
おわりに
図表９　有機合成化学反応の理想的な姿の例
（東京大学大学院薬学系研究科柴闢正勝教授作成資料より引用）
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複雑な構造の化合物でも合成する
ことができる水準にある。グリー
ンケミストリーの観点からも、省
エネルギーで副生成物の生成を抑
える新しい反応系を開発すること
が望ましいことは言うまでもない。
そこで、有機合成化学の次の目
標としては、合成法が確立された
反応系を低コストの反応系に置き
換えるために、多段階の反応を一
段階で進める反応系を開発するこ
となどがあげられる。さらに長期
的な目標として、人類が宇宙空間
の閉鎖系で生活をすることも視野
に入れると、溶媒を使用しないで
副生成物なしに進行する合成法を
確立することなどが望まれる。
我が国の有機化学研究の水準は
世界的にみて高いこともあり、こ
のような目標を達成する研究を先
導的に進めていくことが強く期待
される。
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